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項目１ 教育理念・学修目標 

 

項目１－１ 教員養成の目標、当該目標を達成するための計画及び「卒業認定・学位授与の方針」、「教育課程編成・

実施の方針」及び「入学者受入れの方針」（３つの方針）の策定状況 

［観点］ 

具体的かつ明確な形で設定されているか、教員の養成の目標及び当該目標を達成するための計画と３つの方針との関

係が必要に応じて意識されているか 

【現状の説明】 

 ・教員養成の目標を「目的・教育方針」として定めている。それを踏まえて、教員として求められる資質・能力とし

て「ディプロマ・ポリシー」を設定し、その資質・能力の育成を目指した「カリキュラム・ポリシー」及び「アド

ミッション・ポリシー」を策定しており、「教員の養成の目標及び当該目標を達成するための計画」と３つの方針と

の関係が明確になっている。 

 

【根拠資料】 

 ・宮城教育大学公式ウェブサイト（教育情報の公表） 

  

【自己評価】（該当する方を選択） 

■当該項目を満たしている     □当該項目を満たしていない 

 

項目１－２ 教員の養成の目標及び当該目標を達成するための計画の策定プロセス 

［観点］ 

策定プロセスにおいて、学生等の意見や教育委員会の策定する教員育成指標との関係性が考慮されているか 

【現状の説明】 

 ・令和３年度の教育学研究科（教職大学院）改組、令和４年度の教育学部改組にあたっては、学生の「卒業生（修了

生）アンケート」や宮城県及び仙台市の教員育成指標を踏まえて各種ポリシーを策定のうえ、教育課程を編成して

いる。また、「宮城教育大学教育連携会議」の開催により、宮城県教育委員会及び仙台市教育委員会との定期的な意

見交換の機会を設けている。 

 

【根拠資料】 

 ・令和５年度卒業生アンケート（学内限定公開） 

 ・令和５年度修了生アンケート（学内限定公開） 

 ・宮城教育大学教育連携会議規程 

 

【自己評価】（該当する方を選択） 

■当該項目を満たしている     □当該項目を満たしていない 

 

項目１－３ 教員養成の目標及び当該目標を達成するための計画の見直し状況 

［観点］ 

学修成果や自己点検評価により、社会情勢や教育環境の変化等を踏まえた適切な見直しが行われているか 

【現状の説明】 

https://www.miyakyo-u.ac.jp/about/information-disclosure/educational-info/index.html
https://drive.google.com/drive/folders/1YbEOJF5ddcUnn4Wtldcal-vapni3O3sj
https://drive.google.com/drive/folders/1iqsr_Dl_llmOtPQaccHkhHg9pXmYaIZ7
https://drive.google.com/file/d/12s5ssqXb90tJ1hR4n6USs3OlclbbG8t-/view
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 ・教育学部においては「卒業生アンケート」、教育学研究科においては「修了生アンケート」をそれぞれ実施すること

により、学生が教職課程での学修を通じて得た学びの成果を把握している。それらに加え、教育職員免許法等教職

課程関係法規の改正や文部科学省の各種通知等を踏まえ、カリキュラム専門委員会の下で見直しを進めることによ

り、適切に対応している。 

 

【根拠資料】 

 ・令和５年度卒業生アンケート（学内限定公開） 

 ・令和５年度修了生アンケート（学内限定公開） 

 ・宮城教育大学専門委員会規程 

 

【自己評価】（該当する方を選択） 

■当該項目を満たしている     □当該項目を満たしていない 

  

https://drive.google.com/drive/folders/1YbEOJF5ddcUnn4Wtldcal-vapni3O3sj
https://drive.google.com/drive/folders/1iqsr_Dl_llmOtPQaccHkhHg9pXmYaIZ7
https://drive.google.com/file/d/18jo8saZtPGP9HX587Gkn54O3fNHeWnmy/view
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項目２ 授業科目・教育課程の編成実施 

 

項目２－１ 教職課程の授業科目の実施に必要な施設・設備の整備状況 

［観点］ 

ＩＣＴ環境、模擬授業用の教室、関連する図書など、教職課程の授業科目の実施に必要な施設・設備が整備されてい

るか 

【現状の説明】 

 ・全学で学内無線 LAN が使用可能であり、また平成 29 年度入学生以降は本学が指定するパソコンの必携化

（BYAD）を実施している。 

 ・通常の講義室を学生に対して貸出しているほか、学内各所に共同利用スペース（FCR ラボ、スパイラル・ラボ等）

を整備しており、学生が模擬授業等を実施できる環境が整っている。 

 ・附属図書館においては、教科書をはじめとして、学生の学修・教育支援のための資料と環境を整備している。ま

た、東北学校教育共創機構就職支援室（キャリアサポートセンター）においては、全学生が利用可能な各都道府県

の教員採用試験問題集や教職関連図書を整備している。 

 

【根拠資料】 

 ・宮城教育大学公式ウェブサイト（パソコン必携化について） 

 ・宮城教育大学公式ウェブサイト（内田洋行フューチャークラスルームラボ） 

 ・宮城教育大学附属図書館 HP（施設予約） 

 ・宮城教育大学公式ウェブサイト（キャリアサポートセンター） 

 

【自己評価】（該当する方を選択） 

■当該項目を満たしている     □当該項目を満たしていない 

 

項目２－２ 教育課程の体系性 

［観点］ 

法令及び教員の養成の目標及び当該目標を達成するための計画と対応し必要な授業科目が開設され適切な役割分担が

図られているか、体系的に履修を進められるカリキュラム編成となっているか 

【現状の説明】 

 ・教育学部及び教育学研究科においては、必要な授業科目の開設及び年次進行に伴う体系的なカリキュラム編成につ

いて履修規程において定め、適切な役割分担を図っている。 

 ・教育学研究科においては、現職派遣教員の教職経験を考慮し、一部実習の単位を免除する措置を講じている。 

 

【根拠資料】 

 ・宮城教育大学教育学部教育課程及び履修方法に関する規程 

 ・宮城教育大学教育学研究科教育課程及び履修方法に関する規程 

 

【自己評価】（該当する方を選択） 

■当該項目を満たしている     □当該項目を満たしていない 

 

https://www.miyakyo-u.ac.jp/post-20241114/index.html
https://www.miyakyo-u.ac.jp/other/uchida/index.html
https://library.miyakyo-u.ac.jp/menu/application.html#reserve
https://www.miyakyo-u.ac.jp/campuslife/employment-career-support/career-support/index.html
https://drive.google.com/file/d/1nqcJpkY5UrfKfCtgsjBIXLpf1-MhkW5P/view
https://drive.google.com/file/d/1szJF9WAaRVZXojUfQWzSihLJr0Emd97L/view
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項目２－３ ＩＣＴの活用指導力など、各科目を横断する重要な事項についての教育課程の体系性 

［観点］ 

教員として身につけることが必要なＩＣＴ活用指導力について、各科目間の役割分担が適切に図られているか、到達

目標や学修量が適切な水準となっているか 

【現状の説明】 

 ・教育学部においては、令和６年度に「数理・データサイエンス・AI 教育認定プログラム」の認定を受けたことによ

り、令和７年度から従来の情報機器の操作に代えて「数理、データ活用及び人工知能に関する科目」を開設すると

ともに、コアカリキュラム対象科目について、ICT 活用指導力の育成に係る内容を設定している。 

 ・教育学研究科においては、「特別支援教育と ICT」「情報リテラシーと ICT」など、子ども支援、学校課題解決のた

めに必要な ICT 活用指導力の育成に係る授業を体系的に整備している。 

 

【根拠資料】 

 ・シラバス 

 

【自己評価】（該当する方を選択） 

■当該項目を満たしている     □当該項目を満たしていない 

 

項目２－４ キャップ制の設定状況 

［観点］ 

１単位あたりの学修時間を確保する上で有効に機能しているか、複数免許状取得希望者等に対して履修状況の適切な

指導を行っているか 

【現状の説明】 

 ・学生が履修できる上限単位数について、教育学部においては通年５２単位、教育学研究科においては通年３８単位

としている。なお、教育学部においては成績優秀者に対して上限単位数を６０単位に緩和する制度を設けているも

のの該当する学生数は多くはないことから、適切な条件設定であり、キャップ制が有効に機能している。 

 

【根拠資料】 

 ・宮城教育大学における成績の評価方法及び教育学部履修登録単位数の上限に関する取扱要項 

 ・宮城教育大学教育学研究科教育課程及び履修方法に関する規程 

 

【自己評価】（該当する方を選択） 

■当該項目を満たしている     □当該項目を満たしていない 

 

項目２－５ 教育課程の充実・見直しの状況 

［観点］ 

学修成果や自己点検・評価の結果等を踏まえて充実が図られ、適切な見直しが行われているか 

【現状の説明】 

 ・教育学部においては「学生アンケート（１～４年次）」「卒業生アンケート」、教育学研究科においては「M１終了時

アンケート」「修了生アンケート」の内容を踏まえ、カリキュラム専門委員会、学務専門委員会、学部実習専門委員

https://mueportal.miyakyo-u.ac.jp/campusweb/slbssrch.do
https://drive.google.com/file/d/1ARytAKtEPYxvIeLmhzSM-j6EmDzEX1PE/view
https://drive.google.com/file/d/1szJF9WAaRVZXojUfQWzSihLJr0Emd97L/view
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会及び教職大学院実習専門委員会等によって、教職課程の適切な見直しを行っている。 

 

【根拠資料】 

 ・令和５年度学生アンケート（１～４年次）（学内限定公開） 

 ・令和５年度卒業生アンケート（学内限定公開） 

 ・令和５年度 M１終了時アンケート（学内限定公開） 

 ・令和５年度修了生アンケート（学内限定公開） 

 ・宮城教育大学専門委員会規程 

 

【自己評価】（該当する方を選択） 

■当該項目を満たしている     □当該項目を満たしていない 

 

項目２－６ 個々の授業科目の到達目標の設定状況 

［観点］ 

授業科目の内容は、法令、教員の養成の目標及び当該目標を達成するための計画との関係性が考慮されているか、学

習指導要領及び教職課程コアカリキュラムへの対応が図られているか 

【現状の説明】 

 ・教育学部及び教育学研究科においては各授業科目のシラバスに、法令、教員の養成の目標及び当該目標を達成する

ための計画に沿って、授業科目の目標を適切に設定している。 

 ・教育学部においては、令和４年度の学部改組の際に教職課程コアカリキュラムに基づいた点検を行った。シラバス

においてもコアカリキュラムに基づいた授業運営がなされていることを確認しており、担当教員の変更やコアカリ

キュラムの改訂があった際は、定期的に点検を要する。 

 

【根拠資料】 

 ・シラバス 

 

【自己評価】（該当する方を選択） 

■当該項目を満たしている     □当該項目を満たしていない 

 

項目２－７ シラバスの作成状況 

［観点］ 

教員の養成の目標及び当該目標を達成するための計画と授業科目との関係、授業科目の目的と到達目標、内容と方

法、計画、成績評価基準、事前学修と事後学修の内容等がシラバスに明確に記載されているか 

【現状の説明】 

 ・教育学部及び教育学研究科においては、教員の養成の目標及び当該目標を達成するための計画と授業科目との関

係、授業科目の目的と到達目標、内容と方法、計画、成績評価基準、事前学修と事後学修の内容等がシラバスに明

記されている。 

 ・教育学部においては、上記に加え、カリキュラム・マップの策定により体系的に整理されている。 

 

【根拠資料】 

https://drive.google.com/drive/folders/19YyS1BDkjExK57kD7ijbIBoBXZJNUfyz
https://drive.google.com/drive/folders/1YbEOJF5ddcUnn4Wtldcal-vapni3O3sj
https://drive.google.com/drive/folders/1bA6hrw7dDa0FumGAOBMasAQVJvlNk0RB
https://drive.google.com/drive/folders/1iqsr_Dl_llmOtPQaccHkhHg9pXmYaIZ7
https://drive.google.com/file/d/18jo8saZtPGP9HX587Gkn54O3fNHeWnmy/view
https://mueportal.miyakyo-u.ac.jp/campusweb/slbssrch.do


- 6 - 

 

 ・シラバス 

 ・教育学部カリキュラム・マップ 

 

【改善を要する課題】 

 ・教育学研究科においても、教育学部と同様にカリキュラム・マップを策定することで、より明確化する必要があ

る。 

 

【自己評価】（該当する方を選択） 

■当該項目を満たしている     □当該項目を満たしていない 

 

項目２－８ アクティブ・ラーニングやＩＣＴの活用など新たな手法の導入状況 

［観点］ 

授業科目の到達目標に応じ、少人数のアクティブ・ラーニングやＩＣＴを活用した新たな手法を導入し、「考える」

「話す」「行動する」などの多様な学びをもたらす工夫が行われているか 

【現状の説明】 

 ・教育学部及び教育学研究科においては、授業の到達目標や実施形態に応じ、プレゼンテーション、グループワー

ク、グループディスカッション等のアクティブ・ラーニングや BYAD 端末をはじめとする ICT 活用など、学習効果

の向上が見込まれる手法が積極的に導入され、多様な学びを実現する工夫を行っている。 

 

【根拠資料】 

 ・シラバス 

 

【自己評価】（該当する方を選択） 

■当該項目を満たしている     □当該項目を満たしていない 

 

項目２－９ 個々の授業科目の見直しの状況 

［観点］ 

学修成果や自己点検・評価の結果等を踏まえて充実が図られ、適切な見直しが行われているか 

【現状の説明】 

 ・学生による授業評価アンケートを毎年度実施しており、当該結果を踏まえ、各担当教員が適切に見直しを行ってい

る。 

 

【根拠資料】 

・令和 4 年度学部授業の点検・評価報告書 

・令和 5 年度学部授業の点検・評価報告書 

 ・授業評価アンケート集計結果（学内限定公開） 

 

【自己評価】（該当する方を選択） 

■当該項目を満たしている     □当該項目を満たしていない 

 

https://mueportal.miyakyo-u.ac.jp/campusweb/slbssrch.do
https://drive.google.com/file/d/1XB9q0mj153BWil4Pjnx2-sqJ0JHNE985/view?usp=drive_link
https://mueportal.miyakyo-u.ac.jp/campusweb/slbssrch.do
https://drive.google.com/file/d/14kzUJgC7-wnxUtq7_YpAOCZqrd7xo_Zz/view?usp=drive_link
https://drive.google.com/file/d/1Om8BaHe3EuqQ1A951WSOlA67D_2Ib2B3/view?usp=drive_link
https://sites.google.com/staff.miyakyo-u.ac.jp/miyakyo-classevaluation
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項目２－１０ 教職実践演習及び教育実習等の実施状況 

［観点］ 

教職課程において特に重要な役割を果たす教職実践演習、教育実習（学校体験活動含む）は、事前指導・事後指導を

含め、大学の主体的な関与の下で適切に行われているか 

【現状の説明】 

 ・教職実践演習については、学務専門委員会が主体となって当該科目の授業担当教員を含めた形で組織する教職実践

演習担当者会議が企画運営しており、大学の主体的な関与の下で適切に行っている。 

 ・教育実習については、教育学部は学部実習専門委員会、教育学研究科は教職大学院実習専門委員会が企画運営して

おり、大学の主体的な関与の下で適切に行っている。 

 

【根拠資料】 

 ・令和６年度教職実践演習実施要領（学内限定公開） 

 ・宮城教育大学専門委員会規程 

 ・教育実習及び関連科目の目的と内容（教育学部） 

 ・実習のしおり（教育学研究科） ※一部抜粋 

 

【自己評価】（該当する方を選択） 

■当該項目を満たしている     □当該項目を満たしていない 

 

  

https://drive.google.com/file/d/1vStpvKP3AWrU_xy8CijXRgjq7eb5iQpY/view?usp=drive_link
https://drive.google.com/file/d/18jo8saZtPGP9HX587Gkn54O3fNHeWnmy/view
https://drive.google.com/file/d/1RkoQgTpfzAvTlmKYKrqAEGEyy4rPgWx6/view?usp=drive_link
https://drive.google.com/file/d/1nkCqrreOnKOYLWQw9Sn9ucHJYsf2lKUd/view?usp=drive_link
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項目３ 学修成果の把握・可視化 

 

項目３－１ 成績評価に関する全学的な基準の策定・公表の状況 

［観点］ 

成績評価基準に基づく評語と授業科目ごとに定められている到達目標の達成水準との関係等が明らかにされているか 

【現状の説明】 

 ・ 「宮城教育大学における成績の評価方法及び教育学部履修登録単位数の上限に関する取扱要項」において成績評価の

基準を規定し、評語と達成水準との関係等を明らかにしている。 

 

【根拠資料】 

 ・宮城教育大学公式ウェブサイト（教育情報の公表） 

 

【自己評価】（該当する方を選択） 

■当該項目を満たしている     □当該項目を満たしていない 

 

項目３－２ 成績評価に関する共通理解の構築 

［観点］ 

同一名称の授業科目を複数の教員が分担して開講している場合に、成績評価の平準化を図ることができているか 

【現状の説明】 

 ・同一名称の授業科目を複数の教員が分担して開講している授業科目は、担当教員間で連携を図り成績の平準化を図

るため、シラバス作成要領において成績評価の方法及び成績評価の基準を示している。 

 

【根拠資料】 

 ・シラバス作成要領（学内限定公開） 

 

【自己評価】（該当する方を選択） 

■当該項目を満たしている     □当該項目を満たしていない 

 

項目３－３ 教員の養成の目標の達成状況（学修成果）を明らかにするための情報の設定及び達成状況 

［観点］ 

教員免許状の取得状況や教職への就職状況等、教員養成の目標の達成状況を明らかにするための情報が適切に設定さ

れており、それがどの程度達成されているか、教職実践演習に向けた「履修カルテ」を適切に活用できているか 

【現状の説明】 

 ・教員免許状の取得状況や教職への就職状況等、教員養成の目標の達成状況を明らかにするための情報については、

本学公式ウェブサイトにて公表している。 

 ・学修成果の履修カルテへの記載を学生が定期的に行い、４年次の教職実践演習において活用している。 

 

【根拠資料】 

 ・宮城教育大学公式ウェブサイト（教育情報の公表） 

 ・教職実践演習実施要領（学内限定公開） 

https://www.miyakyo-u.ac.jp/about/information-disclosure/educational-info/index.html
https://drive.google.com/file/d/1jDxrtpoCShm_mjqtafOGUT24gsDwVRMv/view?usp=drive_link
https://www.miyakyo-u.ac.jp/about/information-disclosure/educational-info/index.html
https://drive.google.com/file/d/1vStpvKP3AWrU_xy8CijXRgjq7eb5iQpY/view?usp=drive_link
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【改善を要する課題】 

・学生が記載した学修成果に対し担任が定期的なフィードバックを行い、教職への志向性をより高めていくための細

やかな指導体制を構築する必要がある。 

 

【自己評価】（該当する方を選択） 

■当該項目を満たしている     □当該項目を満たしていない 

 

 

項目３－４ 成績評価の状況 

［観点］ 

各授業科目の到達目標に照らして、できるだけ定量的又は定性的に達成水準を明らかにし、厳格に点数・評語に反映

することができているか、公正で透明な成績評価という観点から達成水準を測定する手法やその配点基準があらかじ

め明確になっているか 

【現状の説明】 

 ・シラバス作成要領において示す成績評価の方法及び成績評価の基準に基づきシラバス作成を行っている。これによ

り、各授業科目の到達目標に照らして、できるだけ定量的又は定性的に達成水準を明らかにし、厳格に点数・評語

に反映することができている。また、公正で透明な成績評価という観点から達成水準を測定する手法やその配点基

準があらかじめ明確になっている。加えて、学務専門委員会が主体となって実施する授業運営部会主任等連絡会議

において前年度の成績評価に係る学内データを示し、成績評価平準化の必要性について学内へ周知している。 

 

【根拠資料】 

 ・シラバス作成要領（学内限定公開） 

 

【自己評価】（該当する方を選択） 

■当該項目を満たしている     □当該項目を満たしていない 

 

  

https://drive.google.com/file/d/1jDxrtpoCShm_mjqtafOGUT24gsDwVRMv/view?usp=drive_link
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項目４ 教職員組織 

 

項目４－１ 教員配置の状況 

［観点］ 

教職課程認定基準で定められた必要教職専任教員数を充足しているか 

【現状の説明】 

 ・教職課程認定基準（平成 13 年 7 月 19 日教員養成部会決定）で定められた必要教職専任教員数を満たしている。 

  

【根拠資料】 

 ・課程認定申請・変更届関係資料（非公表） 

 

【自己評価】（該当する方を選択） 

■当該項目を満たしている     □当該項目を満たしていない 

 

項目４－２ 教員の業績等 

［観点］ 

授業担当者はその授業科目を担当するにふさわしい研究実績や学校現場等での実務経験を有しているか 

【現状の説明】 

 ・変更届の提出にあたっては、教育職員免許法等教職課程関係法規に基づき、必要な教員の配置状況と配置予定教員

の活字業績や実務経験を確認のうえ、適切な教員を配置している。 

 

【根拠資料】 

 ・宮城教育大学公式ウェブサイト（教育情報の公表） 

 

【自己評価】（該当する方を選択） 

■当該項目を満たしている     □当該項目を満たしていない 

 

項目４－３ 職員配置の状況 

［観点］ 

教職課程を適切に実施するため、事務組織を設け、必要な職員数を配置できているか 

【現状の説明】 

 ・教職課程を適切に実施するため、事務局教務課に教職課程の管理・運営に必要な職員数が配置できている。 

 

【根拠資料】 

 ・国立大学法人宮城教育大学事務組織規程 

 

【自己評価】（該当する方を選択） 

■当該項目を満たしている     □当該項目を満たしていない 

 

 

https://www.miyakyo-u.ac.jp/about/information-disclosure/educational-info/index.html
https://drive.google.com/file/d/1h_Uk-KImRu5MD9r_eZ90ZCdnzCPzmTFg/view
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項目４－４ ＦＤ・ＳＤの実施状況 

［観点］  

教職課程を担う教員として望ましい資質・能力を身に付けさせるためのＦＤ・ＳＤが実施されているか、実際に参加

が確保できているか 

【現状の説明】 

 ・教職課程を担う教員や職員として求められる資質・能力を高める体制を構築するため、学内の専任教員や各附属教 

育研究施設と連携、または専門的知見を有する外部講師に依頼することにより FD・SD 研修会を実施している。 

 ・ 「ＦＤ通信」を定期的に発行し、近年の教育事情、本学の教育研究の状況、誌上版授業公開や授業改善・工夫等を掲

載することにより、授業改善や教育研究の質の向上を図っている。 

 

【根拠資料】 

 ・FD･SD 研修会実施一覧（R4~R6） 

 ・FD 通信「プリズム」（第 28 号～第 31 号）（学内限定公開） 

 

【自己評価】（該当する方を選択） 

■当該項目を満たしている     □当該項目を満たしていない 

 

項目４－５ 授業評価アンケートの実施状況 

［観点］ 

個々の授業科目の見直しに繋がる機会として活用できるように、効果的な授業評価アンケートの作成・実施が行えて

いるか 

【現状の説明】 

・教育学部においては、学生による授業評価アンケートを毎年度実施しており、令和６年度からは授業に対する意見 

の他に、学習者主体の授業への転換の視点に基づき、本学の学位授与方針が示す資質・能力が身に付いたかを調査

し、結果をフィードバックしている。 

・教職大学院においては、学生による授業評価アンケートを令和６年度から実施しており、授業に対する意見の他 

に、学習者主体の授業への転換の視点に基づき、本学の学位授与方針が示す資質・能力が身に付いたかを調査し、

結果をフィードバックしている。 

 

【根拠資料】 

・令和 4 年度学部授業の点検・評価報告書 

・令和 5 年度学部授業の点検・評価報告書 

 ・授業評価アンケート結果（学内限定公開） 

 

【自己評価】（該当する方を選択） 

■当該項目を満たしている     □当該項目を満たしていない 

 

  

https://drive.google.com/file/d/1UEJX-kvsqFYPd23HdB6sPMqxLxRtTjn2/view?usp=drive_link
https://sites.google.com/staff.miyakyo-u.ac.jp/fd-communication/%E7%9B%AE%E6%AC%A1
https://drive.google.com/file/d/14kzUJgC7-wnxUtq7_YpAOCZqrd7xo_Zz/view?usp=drive_link
https://drive.google.com/file/d/1Om8BaHe3EuqQ1A951WSOlA67D_2Ib2B3/view?usp=drive_link
https://sites.google.com/staff.miyakyo-u.ac.jp/miyakyo-classevaluation
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項目５ 情報公表 

 

項目５－１ 学校教育法施行規則第１７２条の２のうち関連部分、教育職員免許法施行規則第２２条の６に定められ

た情報公表の状況 

［観点］ 

法令に定められた情報公表が学外者にもわかりやすく適切にされているか 

【現状の説明】 

 ・法令に定められた情報公表（教育職員免許法施行規則第２２条の６）は、本学公式ウェブサイト及び統合報告書を

はじめとする刊行物等により適時適切に行っている。 

 

【根拠資料】 

 ・本学公式ウェブサイト（教育情報の公表） 

 ・本学公式ウェブサイト（ポータルサイト／履修登録／シラバス） 

 ・本学公式ウェブサイト（各種広報物の案内・ダウンロード） 

 

【自己評価】（該当する方を選択） 

■当該項目を満たしている     □当該項目を満たしていない 

 

項目５－２ 学修成果に関する情報公表の状況 

［観点］ 

大学が必要な資質・能力を備えた学生を育成できているかどうかを、エビデンスとともに説明できているか 

【現状の説明】 

 ・統合報告書において、「第４期中期計画の進捗状況」「東北地方を基盤とする国立教員養成大学としての価値創造、

社会的インパクト」として、本学の教員養成の成果を提示している。 

 

【根拠資料】 

 ・本学公式ウェブサイト（各種広報物の案内・ダウンロード） 

 

【自己評価】（該当する方を選択） 

■当該項目を満たしている     □当該項目を満たしていない 

 

項目５－３ 教職課程の自己点検・評価に関する情報公表の状況 

［観点］ 

根拠となる資料やデータ等を示しつつ、わかりやすい自己点検・評価の評価書を公表することができているか 

【現状の説明】 

・ 「教職課程の自己点検・評価及び全学的に教職課程を実施する組織に関するガイドライン」に基づき、カリキュラム

専門委員会が中心となって自己点検・評価を行い、根拠となる資料やデータを示すことにより、わかりやすい報告

書を公表している。 

 

【根拠資料】 

https://www.miyakyo-u.ac.jp/about/information-disclosure/educational-info/index.html
https://www.miyakyo-u.ac.jp/campuslife/taking-courses-chart/index.html
https://www.miyakyo-u.ac.jp/pr-activities/pr-download/index.html
https://www.miyakyo-u.ac.jp/pr-activities/pr-download/index.html
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 ・本学公式ウェブサイト（教育情報の公表） 

 

【自己評価】（該当する方を選択） 

■当該項目を満たしている     □当該項目を満たしていない 

 

  

https://www.miyakyo-u.ac.jp/about/information-disclosure/educational-info/index.html
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項目６ 教職指導（学生の受け入れ・学生支援） 

 

項目６－１ 学生の確保に向けた取組の状況 

［観点］ 

教職課程に関する積極的な情報提供の実施ができているか、教員養成の目標に照らして適切に学生を受け入れている

か 

【現状の説明】 

・ 「積極的な情報提供の実施」については、「大学案内」（学部）、「教職大学院案内」の 2 点をパンフレットとして作

成し、冊子体で配布している他、本学公式ウェブサイトへも電子版を掲載している。また、同様に公式ウェブサイ

ト上で各種説明会やオープンキャンパス、「教職の魅力」に関するＰＲ動画を掲載している。 

・「適切な学生の受入れ」については、本学の掲げる基本理念・目標にふさわしい学生を受け入れるために、学部に

おいては学校推薦型選抜、総合型選抜および一般選抜（前期日程、後期日程）を実施している。大学院においては

「現職教員」「学部卒業生等」それぞれについて入学者選抜の基本方針を定め、求める学生像に合致した学生を受

け入れるために論述試験、学修・研究計画レポート、口述試験を実施している。 

 

【根拠資料】 

 ・本学公式ウェブサイト（教育学部の情報）←パンフレット、ＰＲ動画、入学者選抜要項 

・本学公式ウェブサイト（教職大学院の情報）←パンフレット、ＰＲ動画、学生募集要項 

・本学公式ウェブサイト（オープンキャンパス）←アーカイブ動画 

 

【自己評価】（該当する方を選択） 

■当該項目を満たしている     □当該項目を満たしていない 

 

項目６－２ 学生に対する履修指導の実施状況 

［観点］ 

必要な体制や施設・設備を整えたうえで、個々の学生の教職に対する意欲を踏まえつつ、学生の学修意欲を喚起する

ような適切な履修指導が行えているか、「履修カルテ」を適切に活用できているか 

【現状の説明】 

 ・クラス担任を置くことで入学から卒業まで、個々の学生の教職に対する意欲を踏まえつつ、学生の学修意欲を喚起

する履修指導を行うとともに、学修の振り返りと教職へのキャリア意識形成のため「履修カルテ」を活用してい

る。 

 

【根拠資料】 

 ・宮城教育大学の教員組織及び教育組織に関する規程 

 

【改善を要する課題】 

 ・担任がより定期的に「履修カルテ」を活用し学生へのフィードバックを行う指導体制を整備する必要がある。 

 

【自己評価】（該当する方を選択） 

■当該項目を満たしている     □当該項目を満たしていない 

https://www.miyakyo-u.ac.jp/admissions/faculty-education-info/index.html
https://www.miyakyo-u.ac.jp/admissions/graduate-school-of-teaching/index.html
https://www.miyakyo-u.ac.jp/admissions/opencampus/index.html
https://drive.google.com/file/d/1CAjScD_vqtoqxixAxOChfs8obo1mezV1/view


- 15 - 

 

 

項目６－３ 学生に対する進路指導の実施状況 

［観点］ 

教職に就くための各種情報を適切に提供するなど、学生のニーズに応じたキャリア支援体制が適切に構築されている

か 

【現状の説明】 

・東北学校教育共創機構の下に就職支援室を置き、キャリアサポートセンターに常駐する就職支援アドバイザーや担

当事務職員の他に大学教員も加えて教員就職を支援する方法を議論する体制を敷いている。 

・教員就職に関する実践的な指導・支援については、就職支援アドバイザーが 1 年次からのキャリア形成面談、就職

相談、面接指導・集団討論指導、論作文・エントリーシートの添削、ピアノ実技指導などを実施している。また、

キャリアサポートセンターでは、各種問題集や私立学校求人等の閲覧が可能である。 

 

【根拠資料】 

・宮城教育大学東北学校教育共創機構規程 

・宮城教育大学公式ウェブサイト（キャリアサポートセンター） 

 

【自己評価】（該当する方を選択） 

■当該項目を満たしている     □当該項目を満たしていない 

  

https://drive.google.com/file/d/1VzgsLGUlUChXyVPUzimnTvfDtECL7ayI/view
https://www.miyakyo-u.ac.jp/campuslife/employment-career-support/career-support/index.html
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項目７ 関係機関等との連携 

 

項目７－１ 教育委員会や各学校法人との連携・交流等の状況 

［観点］ 

教員の採用を担う教育委員会や各学校法人と適切に連携・交流を図り、地域の教育課題や教員育成指標を踏まえた教

育課程の充実や、学生への指導の充実につなげることができているか 

【現状の説明】 

・本学学部や大学院の教育課程の編成、及び円滑かつ効果的に実施することを目的に、地域の教育関係者（宮城県教

育委員会と仙台市教育委員会、宮城県、仙台市の各学校長会関係者）等を構成員とする教育連携会議を例年実施し

ている。 

 ・教員等の任命権者である各教育委員会が実施する教育公務員特例法第二十二条の七に定める協議会に関して、宮城

県教育委員会の協議会には学長及び理事・副学長らが、仙台市教育委員会の協議会には理事・副学長らを委員とし

て派遣しており、各教育委員会が抱える教育課題等や、課題解決に向けた大学へのニーズ、教員育成指標の内容を

把握し、本学の教育課程の充実に向けた参考としている。 

 

【根拠資料】 

・宮城教育大学教育連携会議規程 

 

【自己評価】（該当する方を選択） 

■当該項目を満たしている     □当該項目を満たしていない 

 

項目７－２ 教育実習等を実施する学校との連携・協力の状況 

［観点］ 

教育実習を実施する学校と適切に連携・協力を図り、実習の適切な実施につなげることができているか、学校体験活

動や学習指導員としての活動など学校現場での体験活動を行う機会を積極的に提供できているか 

【現状の説明】 

 ・３年次教育実習では本学附属校園にて実習を行い、附属校園教育実習連絡調整会議を年２回開催している。４年次

小・中学校実習では本学が加盟している在仙大学教育実習等連絡協議会と各教育委員会が連携・協力している。特

別支援学校実習も同様に宮城県特別支援学校教育実習連絡協議会と特別支援学校が連携・協力している。 

 ・教職大学院生が実習を行うことを主な目的に学校教育創造・研修校制度を設け、当該学校の課題、学生の研究テー

マ等を踏まえての派遣・実習受け入れによる地域の中核的な役割を担う専門的人材の育成を図っている。学校と学

生とを適切に結びつけられるよう、各校種で複数の学校教育創造・研修校を確保している。また、学校教育創造・

研修校へは積極的に学生ボランティアや大学教員を校内研修の講師等として派遣し、地域課題解決に向けた協力関

係を築いている。 

 ・１年次に「地域フィールドワーク研究（大学が独自に設定する科目）」として主に母校での１週間の学校体験活動を

行っており、早期から学校現場での体験活動を行う機会を提供している。 

 

【根拠資料】 

 ・在仙大学教育実習等連絡協議会会則 

・宮城県特別支援学校教育実習連絡協議会要項 

https://drive.google.com/file/d/12s5ssqXb90tJ1hR4n6USs3OlclbbG8t-/view
https://drive.google.com/file/d/1DMyODaUm94kCfLP2NcEcSJP_gCOQeQ-X/view?usp=drive_link
https://drive.google.com/file/d/1aWATk3DeRF7K8qqoR1TpMvM7Elo0trZp/view?usp=drive_link
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 ・宮城教育大学学校教育創造・研修校規程 

・令和 6 年度「学校教育創造・研修校」一覧 

・シラバス 

 

【自己評価】（該当する方を選択） 

■当該項目を満たしている     □当該項目を満たしていない 

 

項目７－３ 学外の多様な人材の活用状況 

［観点］ 

学外の諸機関との連携のもと、教育課程を充実するために学外の多様な人材を実務経験のある教員又はゲストスピー

カー等として活用することができているか 

【現状の説明】 

・教育学研究科においては、教育課程の充実のため、退職した校長経験者等を実務家教員として活用している。ま

た、宮城県および仙台市との協定に基づき、現職教員が実務家教員として派遣されている。 

・教育学部においては、教育課程の充実のため、上記の実務家教員のほか、教育委員会の指導主事、附属学校教員等

が非常勤講師やゲストスピーカーとして教職科目の一部を担当している。 

 

【根拠資料】 

 ・本学公式ウェブサイト（教育情報の公表） 

 ・シラバス 

 

【自己評価】（該当する方を選択） 

■当該項目を満たしている     □当該項目を満たしていない 

https://drive.google.com/file/d/1Ehk4C6IrXpyJqvaVPsT6_25gJpziHBv-/view
https://drive.google.com/file/d/1oVTkw9Dc557WytR-c8uwgrwchzq-O1b_/view?usp=drive_link
https://mueportal.miyakyo-u.ac.jp/campusweb/slbssrch.do
https://www.miyakyo-u.ac.jp/about/information-disclosure/educational-info/index.html
https://mueportal.miyakyo-u.ac.jp/campusweb/slbssrch.do

